
（参考）連携を想定している技術（避難⾞両配⾞ｼｽﾃﾑ） ⑨
（出典）構造計画研究所作成資料より抜粋

| 1．原子力災害時に想定される課題と、 OPNO導入の意義 I ■償迭計ililill究所
9 9 99 9 , —• · • 9 9 9 9. 

1. 避難車両配車システム(DispatchPlanning support system at the time of 
Nuclear Disaster :以下 「堕困釦と呼ぷ）の 想定する課題

口 原子力災害時には、迅速に輸送手段を確保し、住民等の待機湯所に、パスや福祉車両（以

下「車両Jという。）を配車し、住民の円滑な避難を行うことが必要であるが、下記の課題が想

定される

9 繹＂1:移動手段の確実な手配

• 発電所周辺の妻支援者に対して．相当数の軍両の確保が難しい．

9 諫＂2:多量な情報の迅澤かつ効率的な如理

・ 配軍に関する多量の情報の集約や、複雑な配軍指示体創に対して、迅速さ・

効率性が求められる．

2. DPND導入の意義

口移動手目の隋害な手配を実現できる

・ 避難者数｀避難車両の必要台数、配車先等の情報を集約・管理し、これらの情報を踏

まえた、 遷鑓元・避鯖先の自動マッチングを実現

口多量な情報の迅渫かつ効率的な処理を実現できる

複雑なマッチング計算の効率的な処理を通じ、配皐指示囀を迅速化することを可能とし、

住民の円滑な避難に資する
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| 2.DPNDの全体像
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ロ 本システムは、クラウドサービス.tで樗鯛する、立心
ペースのシステムである．

ロ "l11看,:．代やスマホ•9ブレットのW•bブラウザそ
酔 て．ィン9ーネット籍由で本システムを利用する
-とができる．

口 平貫鱒の".Illイメージ
● 量•量,: ． 本シス.,.ムの利l11書の●●●響＂纂を

遍重行う．
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3. DPNDサービス展開ロードマップ（案） I 
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⑦葦鑢●●IfDPND
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| 4. DPNDとSAFERの連携イメージ（案）

OPND 

（磁鯖軍両配軍に係る）籠設管理集務會車両管
運婁務を担う。

災害時に蘊祉軍両やパスといった選H手段の
手配支IIを担う．
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SAFER 

住民磁難支援・円滑化の為の蔓員管理婁務を
担う。

施設及び車両の情籠をDPNDより耽得・活用し．
防災1111係者への情輯遁携集務を担う。
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４．原⼦⼒災害時の避難を円滑に⾏うためのﾄｰﾀﾙｼｽﾃﾑの開発
住⺠避難⽀援･円滑化ｼｽﾃﾑ SAFER (ｾｲﾌｧｰ)

 原⼦⼒災害時に迅速な避難を実施するためには、限られたリソースの中、多種多様な情報を
迅速に収集し、要員や住⺠等に対し、正確な情報をタイムリーに伝える必要がある。

 他⽅、特に複合災害時には、⾃然災害対応業務や被害による計画変更等、想定外の対応
が発⽣し、決められた業務を⼗分に実施できない可能性がある。

 ICT技術を活⽤した情報のプラットフォームを整備することで、情報収集・発信体制を強化し、
住⺠避難にかかる実効性の更なる向上及び原⼦⼒防災のスマート化を促進する。

１．必要性

３．
実施体制
・ｽｹｼﾞｭｰﾙ

【実施体制】 【スケジュール】

 ⾃然災害による被害状況や施設の開設状況等の情報を、デジタル管理・集約することにより、
関係者での共有が容易となり、迅速な意思決定につながる。

 情報集約システムと災害対応要員や住⺠への伝達⽤アプリケーションを連携させることにより、
あらかじめ決められた情報だけではなく、災害の状況を踏まえた情報提供や指⽰が可能になる。

 システムの標準化を⾏うことにより、横展開が可能となる。

２．特徴

⿅児島県庁
危機管理局

原⼦⼒安全対策課
（実施主体）

プロジェクト実施
管理委員会

設置・委嘱

【事務】 評価等
【運営】 富⼠ﾃﾚｺﾑ㈱

※ System Assisting and Facilitating 
Evacuation for Resident

（委員⻑）
増⽥ 正彦 株式会社⿅児島頭脳ｾﾝﾀｰ

（委員）
森 邦彦 ⿅児島⼤学学術情報基盤ｾﾝﾀｰ
伊勢 正 国⽴研究開発法⼈防災科学技術

研究所総合防災情報ｾﾝﾀｰ
江⼝ 清貴 ＬＩＮＥ株式会社
中川 寿男 ⿅児島県危機管理防災局

原⼦⼒安全対策課
堂元 光信 薩摩川内市総務部防災安全課
※内閣府原⼦⼒防災等はオブザーバー参加

内閣府原⼦⼒防災

⽀援・協⼒
2020年 ５⽉ ﾍﾞﾝﾀﾞｰ契約

夏 ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ開発・改良
年度内 ⿅児島県訓練で試⾏

2021年 訓練結果の反映・改良
夏 他ｼｽﾃﾑ連携箇所の開発
年度内 ⿅児島県訓練で運⽤

2022年度以降 他地域において横展開
※ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施管理委員会も並⾏して開催。
（開催実績）

2019/11/22（第１回）、12/26（第２回）、2020/1/29（第
３回）、2/25（第４回）、3/27（第４回）、4/17（第５回）

原⼦⼒災害時の避難の管理を⾏うためのシステム開発事業（⿅児島県事業）を開始。
仕様の検討及びベンダーが決定し、今年度（2020年度）より開発に着⼿する。

ベンダー

富⼠通㈱

契約

⑩
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（参考）⿅児島県原⼦⼒災害時住⺠避難⽀援・円滑化システム
開発事業プロジェクト実施管理委員会について

【⽬的】 原⼦⼒災害時において、地⽅⾃治体が被災情報を瞬時に取得し、救護活動等の対応を可能とするとともに、避難住
⺠が迂回路情報や避難退域時検査場所に関する情報を容易に取得できる住⺠避難⽀援・円滑化システム及び原
⼦⼒防災アプリを開発するため、技術的・専⾨的⾒地から意⾒、助⾔をいただくことを⽬的とした、⿅児島県原⼦⼒
災害時住⺠避難⽀援・円滑化システム開発プロジェクト実施管理委員会（以下、「委員会」という。）を設置する。

【任務】 委員会は、次の各号に掲げる事項について、確認・検討等を⾏い、必要な意⾒、助⾔を⾏う。
(1) 各組織・⾃治体等で開発・運⽤されている技術を活⽤したトータルシステムの調査研究
(2) 原⼦⼒災害時において、地⽅⾃治体が被災情報を瞬時に取得し、救護活動等の対応を可能とするとともに、

避難住⺠が迂回路情報や避難退域時検査場所に関する情報を容易に取得できるシステム及び原⼦⼒防災
アプリの開発に向けた検討並びに仕様書の作成

(3) その他(1)及び(2)に関連する必要な事項
【委員】

（委員⻑）
増⽥ 正彦 株式会社⿅児島頭脳ｾﾝﾀｰ 専務取締役 [ＩＴコンサルタント]

（委員）
森 邦彦 ⿅児島⼤学学術情報基盤ｾﾝﾀｰ センター⻑ [⼤学教授]
伊勢 正 国⽴研究開発法⼈防災科学技術研究所総合防災情報ｾﾝﾀｰ 主幹研究員 [防災技術(⼀般)]
江⼝ 清貴 ＬＩＮＥ株式会社 執⾏役員 [広報]
中川 寿男 ⿅児島県危機管理防災局原⼦⼒安全対策課 課⻑ [ユーザー]
堂元 光信 薩摩川内市総務部防災安全課 課⻑ [ユーザー]
※ 内閣府原⼦⼒防災等はオブザーバー参加

【過去の委員会の開催概要】
第１回 2019年 11⽉22⽇ プロジェクト概要説明 等
第２回 12⽉26⽇ 技術依頼書（RFI）報告、災害時に必要な情報調査報告、SIP4D技術紹介 等
第３回 2020年 １⽉29⽇ 災害時の情報通信ネットワーク強度調査報告①、個⼈情報調査報告①、LINE技術紹介 等
第４回 ２⽉25⽇ 想定機能・業務フロー、技術提案書（RFP）報告 等
第５回 ３⽉27⽇ 災害時の情報通信ネットワークの強度調査報告②、地図掲載情報の整理 等
第６回 ４⽉17⽇ RFP結果報告、ベンダー及び仕様決定、個⼈情報調査報告②、外部連携システム議論 等

⑪



（参考）SAFER (ｾｲﾌｧｰ)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｽｹｼﾞｭｰﾙ ⑫

▼ﾌｫｰﾏｯﾄｼｽﾃﾑ(tyoe1.0)完成

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度〜

プロジェクト実施管理委員会
仕様・ﾍﾞﾝﾀﾞｰ確定
▼

システム構築

県図上訓練
で試⾏
※防災担当者のみ
▼

ｼｽﾃﾑ確認
▼

評価
▼

▼⿅児島県版(tyoe1.0)完成

⿅児島県版(type1.0)構築

県実動訓練
で試⾏
※住⺠含む
▼

評価
▼

県実動訓練
で本格運⽤
※住⺠含む
▼

県図上訓練
で本格運⽤
※防災担当者のみ
▼

他
地
域
へ
横
展
開

▼国総合防で試⾏︖

ﾌｫｰﾏｯﾄｼｽﾃﾑ(type1.0)構築 ﾌｫｰﾏｯﾄｼｽﾃﾑ
(type2.0)構築

⿅児島県版
(type2.0)構築

ﾌｫｰﾏｯﾄｼｽﾃﾑ
(type3.0)構築

⿅児島県版
(type3.0)構築

システム活⽤

操作研修 操作研修
住⺠ＰＲ

PR⽅法検討

ｼｽﾃﾑ確認
▼

ｼｽﾃﾑ確認
▼

ﾌｫｰﾏｯﾄｼｽﾃﾑ
(最終)構築

⿅児島県版
(最終)構築

▼ﾌｫｰﾏｯﾄｼｽﾃﾑ(tyoe2.0)完成
▼⿅児島県版(tyoe2.0)完成

▼ﾌｫｰﾏｯﾄｼｽﾃﾑ(tyoe3.0)完成
▼⿅児島県版(tyoe3.0)完成

▼ﾌｫｰﾏｯﾄｼｽﾃﾑ完成
▼⿅児島県版完成

個⼈情報取り扱いガイドライン策定
システムの改善アドバイス



【従来】 【SAFER】

（フェーズⅠ）

情報収集

（フェーズⅡ）

避難⽅針
決定

（フェーズⅢ）

住⺠周知

（フェーズⅣ）

避難開始
避難先到着

・ 住⺠の安否
・ 避難道路被害
・ 避難⼿段
・ 避難先施設被害 etc.
⇒多くの情報を迅速に

収集する必要

情報は⾜で稼ぐ

情報整理不⾜・ 情報の取捨選択
・ 避難対象者の明確化
・ 円滑な避難経路の設定
⇒実効的な⽅針を迅速に

決定する必要

・ 刻⼀刻と変化する被害状況
⇒正確かつタイムリーな情報を

避難単位毎に、多様な⼿段
で伝える必要

住⺠の場所に依存

・ ⼿段、タイミングが異なる
・ 中継地点（安定ヨウ素剤

緊急配布場所、避難退域
時検査場所等）での管理

⇒到着・不到着を正確かつ
タイムリーに管理する必要

バラバラ

ドローン

技
術
で
解
決

D-NET
（災害時救援航空機情報共有ネットワーク）

デジタルアニーラ
（避難経路の最適化システム）

被災者状況把握ソリューション
（QRコードを活⽤した避難管理システム）

DISAANA
（対災害⽤SNS情報分析システム）

被災者状況把握ｿﾘｭｰｼｮﾝ（再掲）
（QRコードを活⽤した避難管理システム）

バス等配⾞ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
（避難⾞両の需要と供給を調整）

SIP4D
（情報集約システム）

原⼦⼒防災アプリ

原⼦⼒災害緊急対応ユニット
（資機材をコンテナに収容・管理）

⾞両検査⾃動化ｼｽﾃﾑ
（検査データの⾃動管理）

アウトプット

インプットリンク

広域に避難

⇒⼈⼿をかけず、量と質
の⾼い情報を迅速に
収集することが可能に

⇒情報の抜けなく、実効
性の⾼い避難⽅針を
迅速に決定することが
可能に

⇒住⺠の場所に依らず、
被害状況を踏まえた
指⽰を個⼈単位で伝
えることが可能に

⇒広域に、かつ異なる⼿
段、タイミングで実施
される住⺠避難の進
捗度合いを管理する
ことが可能に

・ ⼈⼒のみでは分からない
新たな情報を⼊⼿

・ 欲しい時に情報を⼊⼿
・ ⾃治体職員の負担減

・ 被害状況の⾒える化
・ 情報の優先順位付け
・ ⾃治体職員の負担減

・ 伝達⼿段の多様化
・ 避難⾏動とリンケージ

・ 避難経路上の各ポイント
の通過状況の確認

・ 関係者間で共有
・ ⾃治体職員の負担減

物理的に困難

原⼦⼒防災
システム

避
難
元
か
ら
避
難
先
ま
で
︑
避
難
の
進
捗
に
関
す
る
情
報
を
⼀
元
管
理

（参考）原⼦⼒災害のフローと課題点 ⑬
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（参考）原⼦⼒災害時のSAFER (ｾｲﾌｧｰ)の活⽤イメージ（PAZ） ⑭
避難等の実施避難元 避難先

施
設
敷
地
緊
急
事
態
要
避
難
者

⼀
般
住
⺠

避難の
実施に
通常以
上の時
間がか
かる者

＋

避難の
実施に
より健
康リス
クが高
まらな
い者

避難の実施によ
り健康リスクが

高まる者

高齢者

障害者

乳幼児

妊婦
授乳婦

高齢者

安定ヨウ素剤
禁忌者等

若者

障害者

中年

乳幼児

その他

妊婦
授乳婦

屋
内
退
避

※
安
定
ヨ
ウ
素
剤
所
持
者
は
来
な
い

安
定
ヨ
ウ
素
剤
緊
急
配
布
場
所

バス

⾃家⽤⾞

福祉⾞両放射線防護対策施設等
で屋内退避を継続

︻
Ｓ
Ｅ
︼
避
難
等
開
始

福祉⾞両

福祉避難所①

福祉避難所②
（使えない）

避難所③

避難所④
（使えない）

その他
（友⼈宅等）

通
れ
る
道
路

船舶

ヘリコプター

通
れ
な
い
道
路

個⼈の状況に応じ、
避難ﾀｲﾐﾝｸﾞ

が変わる
施設状況に応じ、
屋内退避施設

が変わる

施設状況
に応じ、

配布場所
が変わる

事前配布
者は集合
の必要な

し

︻
G
Ｅ
︼
避
難
等
開
始

※
⾃
家
⽤
⾞
避
難
者
は
来
な
い

⼀
時
集
合
場
所

施設状況
に応じ、

集合場所
が変わる

⾃家⽤⾞
避難者は
集合しなく

てよい

⾞両の種
類、乗る⼈

数等は
様々

避難経路
が通⾏で
きない可
能性あり

使えない
避難所も

ある

避難所
に⾏くと
は限ら
ない

¥
＼

l
 



（参考）原⼦⼒災害時のSAFER (ｾｲﾌｧｰ)の活⽤イメージ（UPZ） ⑮
避難等の実施避難元 避難先

Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
住
⺠

高齢者

若者

障害者

中年

乳幼児

その他

妊婦
授乳婦

バス

⾃家
⽤⾞

福祉
⾞両

福祉避難所⑤
Ａ地区の住⺠

Ｂ地区の住⺠

Ｃ地区の住⺠

・
・
・

屋
内
退
避

⼀
時
移
転
等
開
始

⼀
時
移
転
等

開
始

⼀
時
集
合
場
所

※
バ
ス
避
難
者
の
み
集
合

安
定
ヨ
ウ
素
剤
緊
急
配
布
場
所

※
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
緊
急
配
布
が
必
要
な
場
合
は
集
合 その他

避
難
退
域
時
検
査
場
所

福祉避難所⑥
（使えない）

避難所⑦

避難所⑧
（使えない）

その他

地区ごとに、避難ﾀｲ
ﾐﾝｸﾞが変わる

施設状況
に応じ、集
合場所が
変わる

⾃家⽤⾞
避難者は
集合しなく

てよい

施設状況に
応じ、配布場
所が変わる

緊急配布し
ない場合も

ある

⾞両の種
類、乗る⼈

数等は
様々

施設状況
や放出状
況に応じ、
検査場所
が変わる

未検査者
を確認する

必要

避難所
に⾏くと
は限ら
ない

(
（
（
（
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③ アプリ（住⺠⽤）① アプリ（防災関係者⽤） ② 情報集約システム（本部要員⽤）

チャットボット
（⾃動処理の範囲は要検討）

住⺠Ａ 施設管理業務
施設の開設状況、避難者の⼈数、
避難に必要な⾞両の種類・台数を報告
＜原⼦⼒災害関係施設＞
・⼀時集合場所（バス避難集合場所）
・資機材（安定ヨウ素剤等）備蓄場所
・安定ヨウ素剤緊急配布場所
・放射線防護施設
・避難退域時検査場所

＜要配慮者施設＞
・学校、保育所
・医療機関、社会福祉施設

 ⾞両管理業務
バス⼿配台数、
バス運転⼿発着、乗⾞住⺠を報告
 避難退域時検査業務
避難退域時検査の結果の記録、
通過証を発⾏
 安定ヨウ素剤配布業務
安定ヨウ素剤の事前配布の管理、
緊急配布の実施

住⺠が、確認事項に回答することで、
平時には、基本的な避難⾏動が分か
り、災害時には、災害の状況に応じた
避難⾏動の情報提供を受けることがで
きる。
利⽤率向上の⼯夫として、

・普段から使っているツールを活⽤
・多⾔語対応
・情報の登録・更新を容易にする

等を取り⼊れる。

施設管理者が、平時に、施設情報
を登録・更新することができ、また、災害
時には、施設の被害情報や開設情報、
必要⾞両数等の通知を⾏う。

また、災害対応要員等が、安定ヨウ
素剤緊急配布業務等を⾏う際の基礎
情報（資機材の取得情報、位置情
報、対応状況等）の管理、要員等へ
の指⽰、要員等が住⺠情報を修正・
管理も⾏う。

①及び③のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで取得した
情報並びに既存システム等で取得して
いる情報を集約し、整理・管理を⾏う。

また、⾃然災害⽤システム等、既存
のシステムから情報を取り込み、被害
状況の集約を⾏う。

なお、管理する情報は、地図情報
で表⽰するとことで、被害状況の⾒え
る化を⾏うとともに、検索や集計機能を
設け、情報の整理を⾏う。

【安定ヨウ素剤
緊急配布場所】
□□ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

開設済（配布中）
配布済

・・・、Ａ、・・・、
未配布

・・・、・・・、・・・、

【避難退域時検査場所】
△△運動公園

開設済
検査済 ・・・、Ａ、・・・、
未検査 ・・・、・・・、・・・、

【避難先施設】
○○ホール
使⽤不可

通⾏⽌め

地図情報で
⾒える化

既存システムや⾃然災害⽤システム等の他シ
ステムとの連携

SIP4D（防災情
報共有システム）

原⼦⼒防災
システム

道府県防災
システム

⾃家⽤⾞で避難できますか︖
はい

安定ヨウ素剤は⼿元にありますか︖

GPSを起動します。

はい

いいえ

そのまま、⾃宅で屋内退避して下さい。

発電所の状況はコチラ
事故状況

避難を開始して下さい。

①□□ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ（安定ﾖｳ素剤配布
場所）→②△△運動公園（避難退域
時検査場所）→③○○会館（避難
先）

安定ヨウ素剤の配布を受けたら、
このＱＲコードを⾒せてください。

情報反映

情報提供施設情報の登録・更新、
被害状況の収集・把握、
対応状況の管理

災害現場への指⽰、
必要な情報の取得

①要員の携帯電話で、
住⺠のＱＲコードを読取

（例︓安定ヨウ素剤の配布時に読取）

ＱＲコードの読取により、住⺠情報を更新
読取データをシステムに反映

②住⺠の登録情報が更新、
システムに反映

（例︓未配布→配布済に変更）

※災害時の
イメージ

※災害時のイメージ

【避難先施設】
○○会館
開設済

到着 ・・・、・・・、
未到着 ・・・、Ａ、

取得済みの
⾏政情報

住⺠Ａの登録情報、
ステータスも個別に参照可

５．SAFER（ｾｲﾌｧｰ）では何ができるのか（機能） ⑯

---------------------------------------------~.... ;'---------------------------------------------~ ... ヽ

ヽ ‘ ‘‘  
｀ 

,,.. ---------------------------------------------,, 
ヽ

‘‘‘`―-----------------------------------------—ー□□ニーニー一ー一ー一ー一ー一ー一ー一ー一ー一ー一ー一ー一ー一――-------------9'‘

一
ー

ヲrIII → 廷リUU云 I

△ 
／▼ 

五 ．

-Ĉ  
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（参考）住⺠の活⽤イメージ ⑰

PAZ（概ね5km圏内）

UPZ（概ね30km圏内）

《 PAZ内に住んでいる妊婦さんの場合 》

安定ヨウ素剤
緊急配布場所

⽼⼈ホーム

学校

会社

避難先

＜事前登録（平時）＞ ＜原⼦⼒災害時（有事）＞
原防 すみれ

原防 ひろし

原防 さきこ
原防 友蔵

原防 こたけ

妊婦
要⽀援者

⾃家⽤⾞
安定ヨウ素剤

31歳 ⼥ ◯◯地区

✓

✓
✓

家
族
等

SE

SE

SE

SE

原⼦⼒発電所

原⼦⼒災害
発⽣

原防 さきこ
が☆☆学校に到着し
ました。

原防 友蔵
が☆☆病院に到着し
ました。

原防 ひろし
が☆☆学校に到着し
ました。

⽔

☆☆学校の体育館で
◯時から配布予定

＜避難後の画⾯＞

GPSを起動します。

◯◯原⼦⼒発電所で
事故が発⽣。

◯◯地域で震度7の
地震が発⽣。
地震情報
震源︓◯◯沖
震度７◯◯地域
【詳細】
http://www...

はい

発電所の状況
警戒事態（AL）
【詳細】
http://www...

避難を開始して下さい。

①□□公⺠館で安
定ヨウ素剤を受け
取って下さい。

②△△運動公園で
バスに乗って下さい。

③☆☆学校に避難。

QRコード

⼀時集合場所

⼀緒に避難する⼈も
含め、安定ヨウ素剤は
⼿元にありますか︖

⾃家⽤⾞で避難でき
ますか︖

いいえ

いいえ

家族等⼀緒に避難す
る⼈は近くにいます
か︖

原防 こたけ

避難準備、⾃宅待機
をして下さい。
原防 さきこ
原防 友蔵
施設から避難します。

原防 すみれ

原防 ひろし

原防 さきこ
原防 友蔵

原防 こたけ

31歳 ⼥ ◯◯地区

家
族
等

☆☆学校

☆☆病院

☆☆学校

☆☆学校

☆☆学校

□□公⺠館

△△運動公園

☆☆学校

XX:XX

XX:XX

XX:XX

※専⽤ｱﾌﾟﾘをﾀﾞｳﾝ
ﾛｰﾄﾞせずとも、災害
時に、既存SNS
（ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ、LINE、
FACEBOOK、
twitter等）のメッ
セージ機能を利⽤し
通知される。




